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論文内容の要旨
我が国の血液透析患者数は年々増加傾向にあり，2011
年末にはついに 30万人に達し，患者の生命予後や生活
の質，医療経済的な面からも重要な問題である。
とくに透析患者の高齢化や生活の変化から糖尿病罹患
透析患者が急増している。また，血液透析患者特有のリ
ンやカリウムなどの食事制限による食物繊維不足や薬剤
の副作用による便秘が，臨床上，大きな問題となってい
る。
そこで，本論は，ポリデキストロース（PD）を使用
した食物繊維ゼリー（ミニゼリー）を開発し，血糖上昇
抑制と排便改善の効果について，日本人の血液透析患者
を対象とした臨床研究と，先行研究に基づくシステマ
ティック・レビュー（SR）などによって明らかにする
ことを目的とした。
主要な成果は，次の 3点であった。
1）SRの結果により，PDに関する血糖上昇抑制と便
秘改善に対するランダム化並行群間試験（RCT）はヒ
トを対象とした臨床試験が世界に 5編存在し，1日あた
り 8g≦PD≦21gの追加摂取で，便秘改善効果（有害事
象なし）が期待できる。
2）三重盲検（参加者，ゼリー配布・研究実施者，評
価・分析者）による RCTの結果，1日当たり総食物繊
量に 10g（ミニゼリー）を付加することで，腹部膨満感
や腹痛，下痢などの有害事象を誘導することなく血液透
析患者の排便回数を有意に増加させる。
3）糖尿病を合併している血液透析患者において，PD
（ミニゼリー）の追加摂取は，食後高血糖の抑制，ヘモ
グロビン A1cを有意に低下させることを明らかにでき
た。
PDは，血液透析患者において血糖上昇抑制，排便改
善に有効であり，安全性が高いことを明らかにすること
ができた。
本研究の成果は，今後，便秘を合併する，または血糖
コントロールが必要な血液透析患者における治療を補完
する新たな選択肢の 1つに推奨されると考える。また，
社会への応用性として，運動機能が低下した高齢者の便
秘症や糖尿病の疑い含めた 2,050万人に対して，食物繊
維摂取量を増加させる食事療法の一助となると考える。
審査報告概要
日本の慢性腎臓病による人工透析患者数は，糖尿病罹
患者の増加と関連して増加傾向にあり，2011年末には
30万人に達した。人工透析患者は，生命維持のために，
とくにリン・カリウムの摂取を著しく制限させられるこ
とから慢性的な便秘を併発する。
本論文は，食物繊維の中で，ポリデキストロースを含
んだミニゼリーを開発し，便秘の改善効果を三重盲検ラ
ンダム化並行群間比較試験により検証した。このミニゼ
リーは，安全で，血糖上昇を緩やかにしつつ，便秘を改
善する機能を有することが明らかになった。本論文は，
慢性腎臓病患者の食事療法において，臨床上，新たな知
見を示す内容であり，食事制限ばかりでなく嗜好品も適
度に摂取することができるという点で，患者の生活の質
を高める可能性も示す研究成果であると認められた。
よって，審査員一同は博士（環境共生学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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